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２０２４年度 第１回組織委員会 

議事録 

日 時：２０２４年６月２４日（月）１５：００から１７：００ 

場 所：三井住友海上あいおい生命 会議室 

  千葉市中央区中央４－７－４ 三井住友海上千葉ビル９階 B・C 会議室 

ハイブリット式 zoom ID 838 2029 5499 パスワード 170798 

 

対象者：飯田晴夫（安房） ☐大網きみ子（銚子） 山田悦孝（千葉）金子道大（京葉） 

 栗田秀美（木更津    江波戸清貴（東葛）    ☐福原義一（市原    ☐西崎和治（茂原） 

石井 清（北総）    東 正巳（会長） 

    ☐加瀬昌之（銚子） ☐坂本哲哉（千葉）  原 幸司（北総） ☐篠原 毅（市原） 

    市原支部 福原氏の代理 大塚、茂原支部 西崎氏の代理 泉、銚子支部 

 大網きみ子の代理 大網（娘）ZOOM にて 

W E B：Ｗｅｂ参加 大網氏 

  

次 第 

1． 会長挨拶 

会長就任のあいさつ 

皆さんと共に前に進められる政策というものを進めていきたい、またこの組織委員会で、仲間

づくりの目標はありますが、ただ仲間づくりの数字だけではなく、やっぱり組織力というとこ

ろを強化するべきで、仲間同士のつながりも強化してもらうと、おのずといい活動につながる

と思います。 

また、この代協とは、そもそもなんで存在しているのかという存在意義、そして今 組織率

43％、業界団体といえども、やっぱり金融庁や保険会社といろいろ対話を続けているところで

す。どうせ組織率 50％にも満たないような団体の言っていることでしょうと、言われてしまい

ます。まずは、組織率 50％」にまず到達することによって各団体の関係各所と話をするとき

に、強い力を持てるようになると思います。そのためにも仲間づくりというものが必要となり

ます 

 

2． 出席者の確認 

   本日の参加者の自己紹介をしてもらいました 

   本日の参加者 会場で 10 名、zoom で 1 名（新組織委員会は全員参加です） 

議 事 

１．２０２４年度 県代協 事業計画策定の所信 

 総会資料抜粋して説明 

特に、能登半島の地震、カルテル問題及び BM 不祥事での代理店の体制整備及び教育体制を整える

こと、トータルプランナー資格取得に伴い継続教育の強化、お客様への価値提供の能力向上（事業

継続力強化計画認定・BCP 策定・社労士診断認証制度の推進など。また。行政や国会に保険販売の
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最前線での活動する我々の意見を伝えるために組織力 50％をめざし活動することなどを説明する 

2024 年度の主要取組の 12 の中から、 

（３）代協活動の活性化に努め、組織力強化の為、組織率 50％を目指す取り組みを行う 

（６）代理店の価値向上策を推進する（リスクマネージメント講座・ＢＣＰ策定・事業継続力強化

計画認定申請・社労士診断認証制度等） 

を主軸として活動する 

２．組織委員会２０２３年度事業総括の報告 

総会資料抜粋して説明 

前任の原組織委員長を中心に 2022 年度、2023 年度の 2 年にわたり仲間づくりの目標を達成 

また、親睦ゴルフ並びに宿泊しての組織委員会親睦会も開催できたこと 

３．・２０２４年度「仲間づくり推進」の実施５月分のご報告 

  報告のみ 

・２０２４年度「仲間づくり推進（正会員増強運動）」目標達成状況 

  報告のみ 

・代申会社別 正会員数増減表 R6 年４月１日～R６年５月３１日 

  報告のみ 

・都道府県代協別 正会員数増減表 

  報告のみ 

 

４．２０２３年度組織委員会事業計画について（報告） 

   総会資料抜粋して説明 

    

５．２０２４年度「仲間づくり推進」について（協議） 

・千葉代協会員増減の報告 2023 年度 361 店 2024 年度 5 月現在 362 店（増 1 店） 

・目標数 １５店（２０２２年度 目標達成、２０２３年度 目標達成） 

・千葉代協としては組織率５０％を目指し着実に仲間づくりを推進し、業界の発展に寄与する 

 組織とすることを目的とする。 

・各支部での「仲間づくり」への取り組みについての報告。 

・Trello の活用方法についての確認。 

・前年同様にチーム戦、入会キャンペーンを行うか否かについて。 

   仲間づくり 目標として 15 店 

   各委員に支部目標を発表してもらう 

   安房支部 3 店、銚子支部 2 店、千葉支部 2 店、京葉支部 3 店、木更津支部 2 店 

   東葛支部 3 店、市原支部 2 店、茂原支部 3 店、北総支部 3 店 合計 23 店 

 

   仲間づくりの手法として、代理店賠責の加入推進だけでなく、保険会社の e-learning だけでなく、 

   日本代協アカデミーを受講することにより従業員の教育整備強化につながることを説明していく 

   教育委員会の方に、手始めに組織委員会に使い方の実演講座を依頼する 
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  前年度と同じようなチーム戦等の話は今回していません 

 

６．２０２４年度委員会活動について 

・食事会、ゴルフコンペ等の親睦的活動や、他委員会との交流などの検討。 

  会員同士の交流を深めるために。今後企画していきます 

７．２０２２年度組織委員会開催について 

・基本的に木曜日１５：００～１７：００で開催する。 

・開催場所を変更するか否かについて。 

 

８．その他 

   組織委員会の名簿の確認 訂正箇所あり 

   ハイブリットで、行って欲しいと意見があり 

   Zoom と会場の両方で行うことを説明する 

次回開催日 

日時：２０２４年 ９月 19 日（木）１５：００～１７：００  

場所：三井住友海上千葉ビル 9 階及び ZOOM  
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組織委員会２０２３年度事業総括 

 

会員増強運動など（組織委員会主管） 

① 会員拡大 

昨年度に引き続き 2023 年度の新規入会目標１６店を達成することができ、かつ退会数が９店に留

まったことで、最重要課題のひとつである組織率も４０％を大きく超え、当面の目標である組織率

５０％にまた一歩近づけたことは大きな成果であると考えます。 

これまで少しずつ整備されてきた未加入代理店リストの制度を大きく向上させることができ、専業

代理店に限らず兼業代理店にも声掛けが出来たこと、組織委員が一年間を通じて仲間づくりをリア

ムタイムで共有することについて課題として残った。 

 

② 組織力強化 

代理店賠責セミナーを６月に、日本代協アカデミー活用セミナーを１月に開催（東関東ブロック主

催）し、支部への参加推進を図ったが、その効果は一定程度に留まる結果となった。 

しかし、千葉代協としては、各委員会との連携を図る機会となり、継続的な取り組みであった。 

 

③「集い、語らい、高め合う」という代協の基本精神に則り、委員同士の親睦と WEB 会議の正式

導入など会議の効率化を図り、環境整備を前進することが出来た。 
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組織委員会２０２４年度事業計画 

 

会員増強運動など（組織委員会主管） 

③ 会員拡大 

2022 年度 2023 年度と 2 年連続で目標を達成することができた経験を活かし、更なる仲間づく

り推進に努める。特に未加入代理店リストについては、2023 年度に制度を向上させることが出

来たため、これを活用すると共に更なる制度の向上に努め、委員同士の親睦を忘れることなく、

かつ効率よく活動を実施し、代協の目標達成のために 2024 年度の目標を１５店と定め、楽しく

活動して参ります。 

 

④ 組織力強化 

代 代協の目的を達成するためには専業代理店組織率５０％を実現することが必須であります。 

会員の資質向上に寄与する損害保険トータルプランナー資格取得、司式や最新情報を得ることがで

きる日本代協アカデミー、お客様への価値提供力向上に繋がる事業継続力強化計画認定、BCP策定、

社労士診断認定制度など、お客様と代理店を守る代理店賠責等、代協の魅力を伝えるため、それそ

れの担当委員会との連携をさらに強化する。 

「集い、語らい、高め合う」という代協の基本精神に則った活動をより推進するべく、委員が活動

しやすい雰囲気や環境づくり等にも尽力する。 
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